
• 薬剤師が患者面談し、副作用をモニタリング、薬物療法の問題点を把握し、
処方提案することにより、医師と薬剤師が役割分担している。

• 適正使用が特に重要となる医薬品に関して、院内投与プロトコールを作製し、体
内動態解析にもとづき薬剤師が投与設計を行い、医師を支援している。

• 薬剤師が、患者面談し、持参薬の確認及び服薬計画の提案を行うことにより、相
互作用確認、重複投与防止、入院後の手術・検査による副作用発現防止、等の医
療安全の確保及び医師等の負担の軽減が可能となる。

• 医師と薬剤師の協働において、薬剤師が薬学的患者ケアを実践すると、
医師の負担が軽減されるとともに、患者さんの安心と、薬物療法のきめ細かな適
正化が推進される。

• 副作用モニタリングには、薬物血中濃度の検査、添付文書に記載の生化学検査
等が必要になる薬物が尐なくない。

薬剤師から医師へ検査実施を提案しているが、医師と協働の治療プロトコール
を作成し、この範囲内で薬剤師が検査オーダを実施すれば、医師負担の軽減と医
療の質の担保につながると考えられる。

まとめ：チーム医療における薬剤師の役割
(薬物療法の質の向上と効率化の両立のために)
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